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2年 

1  せいりの しかた （教科書：p.１６～２２  時期：４月  配時：３時間） 

〔単元の目標〕 

身の回りの数量について、観点に着目して分類整理し、簡単な表やグラフを用いて表したり読み取ったりする

ことができる。 

  知  身の回りの数量を分類整理し、簡単な表やグラフに表したり、読み取ったりすることができる。 

  考  表やグラフに表すと、物の個数や多少などが分かりやすくなることを考えることができる。また、身の回り

の数量を観点に着目して分類整理し、表やグラフを用いて考察することができる。 

  主  表やグラフに表すことのよさに気づき、生活や学習に生かそうとする。 

 

小単元 時 学習内容 主な評価規準例 

１ せいりの しかた 

（教 p.16～21） 

１ ・ 身の回りにある数量を分類整

理し、簡単な表やグラフに表

し、それらを読み取って、特徴を

つかむ。 

 考  数量を分類整理して捉え、簡単

な表やグラフに表すと、数が分

かりやすくなることを考えてい

る。 

 主  表やグラフに表すことのよさに

気づいている。 

２ ・ 表やグラフを読み取り、その特

徴を捉えたり、観点を変えて表

やグラフをつくったりする。 

 知  観点を変えて、表やグラフに表

すことができる。 

 考  表やグラフの特徴に気づき、そ

のよさを考えている。 

たしかめもんだい 

（教 p.22） 

＊クラスしょうかいを 

しよう 

（教 p.22） 

３ ・ 基本的な学習内容を理解して

いるか確認し、それに習熟す

る。 

＊表やグラフを活用し、クラスの

紹介をする。 

 知  数量を簡単な表やグラフに表し

たり、読み取ったりすることがで

きる。 

＊算数たまてばこ 

 

  



2 

 

２  ２けたの たし算 （教科書：p.23～38  時期：４月  配時：８時間） 

〔単元の目標〕 

２位数の加法について、位ごとに分けて計算の仕方を考え、筆算で計算することができる。 

  知  ２位数の加法の筆算の仕方を理解し、計算することができる。また、加法における交換法則を理解する。 

  考  ２位数の加法について、数の構成に着目し、既習の計算を活用して計算の仕方を考え、説明することが

できる。 

  主  ２位数の加法について、既習を生かして考えようとしたり、生活や学習に生かそうとしたりする。 

 

小単元 時 学習内容 主な評価規準例 

１ ２けたの たし算 

（教 p.23～35） 

１ 〔アプローチ〕 

・ 折り紙を合わせる場面から、１

学年で学習した加法を振り返

り、２学年で学習する加法に興

味・関心をもつとともに、本単

元の見通しをもつ。 

 考  2位数＋1位数の計算の仕方

をもとに「何十何」＋「何十」も１

０のまとまりとばらに分けて計算

できることを見いだしている。 

 主  既習の加法の計算をもとに、

「何十何」＋「何十」の計算の仕

方を考えようとしている。 ・ 既習の 2位数＋1位数の計算

をもとに、「何十何」＋「何十」

の加法を 10のまとまりとばら

に分けて、計算する。 

２ ・ 繰り上がりのない２位数の加

法を十の位と一の位に分けて

計算する。 

 知  2位数の加法は、十の位と一の

位に分けて考えると計算できる

ことを理解している。 

 考  数の構成に着目し、繰り上がり

のない 2位数の加法の計算の

仕方を考え、説明している。 

 主  2位数の加法の多様な計算方

法について、それぞれの考えの

よさを認めたり、考えを関連付け

たりしながら、話し合っている。 

３ ・ 繰り上がりのない 2位数の加

法の筆算の仕方を理解し、計

算する。 

 

 知  繰り上がりのない 2位数の加

法の筆算の仕方を理解し、計算

できる。 

 考  前時で見いだした位ごとに分け

る計算の仕方を筆算の仕方と

結び付けて考えている。 

4 ・ 繰り上がりのない２位数の加

法について、いろいろな場合に

 知  「何十」＋「何十何」や 1位数＋

2位数などの加法について、筆
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おける筆算の仕方を理解し、計

算する。 

算の仕方を理解し、計算できる。 

 考  筆算で位をそろえて書く理由に

ついて、位ごとに分けて計算する

考え方をもとに説明している。 

5 ・ 十の位に繰り上がる２位数の

加法の筆算の仕方を理解し、

計算する。 

 知  十の位に繰り上がる 2位数の

加法の筆算の仕方を理解し、計

算できる。 

 考  十の位に繰り上がる 2位数の

加法の筆算の仕方について、位

ごとに分けて考え、説明してい

る。 

6 ・ 十の位に繰り上がる２位数の

加法において、いろいろな場合

の筆算の仕方を理解し、計算

する。 

 知  一の位が空位になる計算や 1

位数＋2位数などの繰り上がり

のある 2位数の加法について、

筆算の仕方を理解し、計算でき

る。 

 主  既習の筆算の仕方を使って、い

ろいろな場合の 2位数の加法

の筆算に取り組み、他の計算に

ついても考えようとしている。 

２ たし算の きまり 

（教 p.36～37） 

7 ・ 具体的な場面を通して、加法

の交換法則が成り立つことを

理解する。 

 知  加法の交換法則を理解してい

る。 

 考  見いだした加法の交換法則に

ついて、いつでも成り立つかどう

かを調べている。 

たしかめもんだい 

（教 p.38） 

8 ・ 基本的な学習内容を理解して

いるか確認し、それに習熟す

る。 

 知  2位数の加法を筆算で計算す

ることができる。 

 考  2位数の加法を表した図や式、

筆算について、その考え方を説

明している。 
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３  ２けたの ひき算 （教科書：p.39～52  時期：４～５月  配時：９時間） 

〔単元の目標〕 

２位数の減法について、２位数の加法をもとに、位ごとに分けて計算の仕方を考え、筆算で計算することができ

る。 

  知  ２位数の減法の筆算の仕方を理解し、計算することができる。また、加法と減法の相互関係を理解し、

それを用いて計算を確かめることができる。 

  考  ２位数の減法について、数の構成に着目し、既習の計算を活用して計算の仕方を考え、説明することが

できる。 

  主  ２位数の減法について、既習を生かして考えようとしたり、生活や学習に生かそうとしたりする。 

 

小単元 時 学習内容 主な評価規準例 

１ ２けたの ひき算 

（教 p.39～49） 

１ 〔アプローチ〕 

・ シールを取る場面から、加法の

ときと同じような方法で求めら

れるか考え、２学年で学習する

減法に興味・関心をもつととも

に、本単元の見通しをもつ。 

 考  2位数の加法の計算の仕方を

もとに、「何十何」－「何十」も

10のまとまりとばらに分けて計

算できることを見いだしている。 

 主  既習の減法の計算をもとに、

「何十何」－「何十」の計算の仕

方を考えようとしている。 ・ 既習の 2位数の加法の計算

の仕方をもとに、「何十何」－

「何十」の減法を 10のまとま

りとばらに分けて計算する。 

２ ・ 繰り下がりのない２位数の減

法を、十の位と一の位に分けて

計算する。 

 知  2位数の減法は、十の位と一の

位に分けて考えると計算できる

ことを理解している。 

 考  数の構成に着目し、繰り下がり

のない 2位数の減法の計算の

仕方を考え、説明している。 

３ ・ 繰り下がりのない２位数の減

法の筆算の仕方を理解し、計

算する。 

 知  繰り下がりのない 2位数の減

法の筆算の仕方を理解し、計算

できる。 

 主  前時で見いだした位ごとに分け

る計算の仕方を筆算の仕方と

結び付けて考えようとしている。 

4 ・ 繰り下がりのない２位数の減

法について、いろいろな場合に

おける筆算の仕方を理解し、計

算する。 

 知  答えに空位ができる計算や 2

位数－1位数などの減法につい

て、筆算の仕方を理解し、計算

できる。 



5 

 

 考  筆算で位をそろえて書く理由に

ついて、位ごとに分けて計算する

考え方をもとに説明している。 

5 ・ 十の位から繰り下がる２位数

の減法の筆算の仕方を理解

し、計算する。 

 知  十の位から繰り下がる 2位数

の減法の筆算の仕方を理解し、

計算できる。 

 考  十の位から繰り下がる 2位数

の減法の筆算の仕方について、

位ごとに分けて考え、説明してい

る。 

 6 ・ 十の位から繰り下がる２位数

の減法において、被減数の一

の位が０の場合の筆算の仕方

を理解し、計算する。 

 知  被減数の一の位が 0の場合の

2位数の減法の筆算の仕方を

理解し、計算できる。 

 考  既習の筆算をもとに、被減数の

一の位が 0の場合の筆算の仕

方を考えている。 

7 ・ 十の位から繰り下がる２位数

の減法において、いろいろな場

合の筆算の仕方を理解し、計

算する。 

 知  答えが 1桁になる計算や 2位

数－1位数などの繰り下がりの

ある 2位数の減法について、筆

算の仕方を理解し、計算できる。 

 主  これまでの学習を生かして、いろ

いろな場合の 2位数の減法の

筆算に取り組み、加法と減法の

筆算についてまとめようとしてい

る。 

２  計算の たしかめ 

（教 p.50～51） 

 

＊たし算の たしかめ 

（教 p.51） 

8 ・ 具体的な場面を通して、加法と

減法の相互関係を理解し、そ

れを活用して計算の確かめを

する。 

＊加法の確かめが減法でできる

ことを理解する。 

 知  加法と減法の相互関係を理解

し、それを用いて計算を確かめ

ることができる。 

 考  見いだした加法と減法の相互関

係について、いつでも成り立つ

かどうかを調べている。 

たしかめもんだい 

（教 p.52） 

9 ・ 基本的な学習内容を理解して

いるか確認し、それに習熟す

る。 

 知  2位数の減法を筆算で計算す

ることができる。 

 考  2位数の減法の仕方を表した

図や式、筆算について、その考え

方を説明している。 

＊算数たまてばこ 
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4  長さの たんい （教科書：p.53～65  時期：５月  配時：９時間） 

〔単元の目標〕 

長さの表し方を考え、長さの単位の意味や関係、ものさしの仕組みを理解し、ものさしを用いて長さを測定した

り、直線をひいたりすることができる。 

  知  長さの単位 cm、mm とその関係（1cm＝10mm）を理解し、ものさしを用いて長さを測定したり、直線を

ひいたりすることができる。また、簡単な場合について、長さの加減の計算ができる。 

  考  長さの表し方を考え、普遍単位の必要性や下位単位の必要性に気づく。 

  主  普遍単位を用いて長さを表すよさに気づき、長さの単位やものさしを用いた長さの測定を生活や学習

に生かそうとする。 

 

小単元 時 学習内容 主な評価規準例 

１ 長さの あらわし方 

（教 p.53～62） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ ものさしの つかい方 

１ ・ 長さの普遍単位「cm」を知り、 

1cm単位の目盛りテープの目

盛りを読み取り、長さを表す。 

 知  長さの単位に「センチメートル」

があることや普遍単位のよさを

理解し、cm単位で長さを表すこ

とができる。 

 考  異なる任意単位では長さが比

べられないことから、普遍単位

の必要性に気づいている。 

２ ・ 目盛りテープを用いて、cm単

位で長さを測定する。 

 知  cm単位での長さの表し方を理

解し、長さを測定することができ

る。 

3 ・ 1cmを 10等分した 1つ分の

長さの単位「mm」を知り、cm

と mmを用いた長さの表し方

を理解する。 

 考  cm単位の限界に気づき、下位

単位である mmの必要性を考

えている。 

4 ・ ものさしを用いた測定の仕方

を理解し、物の長さを cm、mm

単位で測定する。 

 知  ものさしを用いた長さのはかり

方を理解し、長さをはかることが

できる。 

5 ・ １cm＝10mmの関係を用いて

長さを表す。 

 知  1cm＝10mmの関係を理解し、

単位の換算ができる。 

6 ・ ものさしを用いて必要な長さの

直線をひく。 

 知  「直線」の用語とその意味、直線

のひき方を理解し、ものさしを用

いて必要な長さの直線をひくこ

とができる。 

7 ・ ものさしを用いて身の回りの物

の長さをはかる。 

＊ものさしの構造について理解を

 主  身の回りの物の長さに進んで関

わり、様々な場所の長さを測定

しようとしている。 
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（教 p.62） 深める。 

２ 長さの 計算 

（教 p.63） 

8 ・ 長さの加法及び減法が用いら

れる場面を知り、簡単な長さの

加減の計算をする。 

 知  長さの簡単な加減の計算がで

きる。 

たしかめもんだい 

（教 p.64〜65） 

9 ・ 基本的な学習内容を理解して

いるか確認し、それに習熟す

る。 

 知  長さの単位 cm、mmの意味や

単位の関係を理解し、ものさし

を用いて長さを測定したり、必要

な長さの直線をひいたりするこ

とができる。 

 考  長さの表し方について、普遍単

位や下位単位のいくつ分になる

か考えている。 

＊算数たまてばこ 
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５  100 より 大きい 数 （教科書：p.66～80  時期：５～６月  配時：11時間） 

〔単元の目標〕 

１０００までの数について、構成、表し方、読み方などを理解し、数を１０や１００を単位として相対的にみるなど

多面的に捉え、数の表し方や読み方などを生活や学習に生かすことができる。 

  知  1000までの数の構成、表し方、読み方、順序、系列、大小、相対的な大きさについて理解する。また、何

十と何十の加法及びその逆の減法の計算をすることができる。 

  考  1000 までの数の構成、表し方、読み方などを既習の数から類推して考え、表すことができる。また、数

を１０や１００を単位として相対的にみるなど多面的に捉え、それを生かして、加法、減法の計算の仕方

を考え、説明することができる。 

  主  既習の数の学習を生かして数の構成や表し方、読み方について考えようとしたり、より大きな数の表し

方について発展的に考えようとしたりする。また、身の回りから数が使われている場面を見つけようとす

るなど、数の表し方、読み方などを生活や学習に生かそうとする。 

 

小単元 時 学習内容 主な評価規準例 

１ 数の あらわし方 

（教 p.66～76） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ おはじきで 数を 

つくろう 

（教 p.71） 

１ 

2 

・ ３位数の構成を理解し、数えた

り、表したり、読んだりする。 

 知  ３位数の数え方、構成、表し方、

読み方を理解し、表したり、読ん

だりすることができる。 

 考  既習の２位数の表し方から類推

して、３位数の表し方を考えてい

る。 

 主  既習の数の数え方を生かして、

具体物の数を工夫して数えよう

としている。 

3 ・ 空位のある３位数の構成を理

解し、表したり、読んだりする。 

＊ 位取り板とおはじき３個でいろ

いろな数をつくる。 

 知  空位のある 3位数の構成や表

し方、読み方を理解し、表したり、

読んだりすることができる。 

4 ・ １０を１０個以上集めた数を、何

百何十と捉える。 

 知  １０を１０個以上集めた数を表す

ことができる。 

 考  １０を単位として数を構成した

り、相対的にみたりしている。 

5 ・ 何百何十を１０のいくつ分と捉

える。 

 知  何百何十を１０を単位として表

すことができる。 

 考  １０を単位として数を構成した

り、相対的にみたりしている。 

6 ・ 数直線の読み取りを通して、３

位数の順序、系列を理解する。 

 知  数直線の仕組みを理解し、数直 

線上に表された数を読んだり、
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数直線上に数を表したりするこ

とができる。 

7 ・ ３位数の大小比較の仕方を理

解する。 

 知  ３位数の大小比較の仕方を理

解している。 

8 ・ １つの数を多面的にみることを

通して、数感覚を豊かにする。 

 考  3位数を多面的にみて表すこと

ができる。 

 主  数をいろいろな見方で表そうと

している。 

２ 千 

（教 p.77） 

９ ・1000の構成や大きさ、表し方、

読み方を理解する。 

 知  1000の構成や大きさ、表し方、

読み方を理解している。 

 主  数を 100のまとまりで捉えた学

習を生かし、1000 という数の

大きさや表し方を考えようとして

いる。 

３ たし算と ひき算 

（教 p.78） 

10 ・ 何十どうしの加法で、繰り上が

りのある計算や、百何十から何

十をひく減法で、繰り下がりの

ある計算をする。 

 知  何十と何十の加法及びその逆

の減法の計算の仕方を理解し、

計算できる。 

 考  10を単位とした数の見方に着

目し、計算の仕方を考え、説明し

ている。 

たしかめもんだい 

（教 p.79～80） 

 

＊ みのまわりから 

数を 見つけよう 

（教 p.80） 

11 ・ 基本的な学習内容を理解して

いるか確認し、それに習熟す

る。 

＊ 身の回りから 1000 までの数

を見つける。 

 知  1000までの数の構成、表し

方、系列、大小、相対的な見方を

理解し、数を表したり、何十と何

十の加法及びその逆の減法の

計算をしたりすることができる。 

 考  数の構成に着目し、10を単位

として数を構成したり、数の大き

さの比べ方について考え、説明

したりしている。 

 

読みとる力を のばそう 

（教 p.81） 

１ ・ 身の回りで使われている数とそ

の仕組みに興味をもつ。また、

数を用いて位置が整理できる

ことを理解し、情報から位置を

特定したり、位置を特定する情

報をつくったりする。 

 知  与えられた情報から、位置を特

定したり、位置を表す説明を多

様に表現したりできる。 

 主  身の回りで使われている数に進

んで関わり、その仕組みを調べ

ようとしている。 

プログラミングに 

ちょうせん！① 

（教 p.82〜83） 

- ・ 数の見方をひろげるとともに、

目的の数にするために、命令を

どのような順序で組み合わせ

 知  繰り返しの命令カードを使うこと

で、カードの枚数を少なくでき、

組み合わせが簡単になることを
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ればよいかについて考えたり、

何度繰り返せばよいかについ

て考えたりする。 

理解している。 

 考  数を多面的に捉え、どのような

順序で命令を組み合わせ、何度

繰り返せば目的の数になるかを

考えている。 

ふくしゅう 

（教 p.84） 

- ・ 復習問題に取り組み、既習事

項の理解を確実にする。 

- 

＊算数たまてばこ 
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６  かさの たんい （教科書：p.85～93  時期：6月  配時：6時間） 

〔単元の目標〕 

かさの表し方を考え、かさの単位の意味や関係を理解し、1dLます、1Lますを用いて測定することができる。 

  知  かさの単位 mL、dL、L とそれらの関係を理解し、適切なかさの単位を用いて、身の回りの具体物のか

さを測定することができる。 

  考  長さの普遍単位から類推して、かさについても普遍単位の必要性を見いだしたり、必要に応じて、１つ

の単位から新しい単位をつくることを見いだしたりすることができる。 

  主  普遍単位を用いてかさを表すよさに気づき、かさの単位や測定を生活や学習に生かそうとする。 

 

小単元 時 学習内容 主な評価規準例 

１ かさの あらわし方 

（教 p.85～92） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ いろいろな 

 かささがし 

１ ・ かさの普遍単位「dL」を知り、

水のかさを dL単位で表す。 

 知  かさの単位に「デシリットル」が

あり、「dL」と書くことを理解し、

dLを用いてかさを表すことがで

きる。 

 考  長さの学習経験をもとに、かさを

表す方法を考えている。 

２ ・ かさの単位「L」を知り、１L＝

10dLの関係を理解する。 

 知  Lの単位の必要性や 1L＝

10dLの関係を理解し、LやｄL

を用いてかさを表すことができ

る。 

 考  長さの測定と同じように、十進構

造に着目して、10dL＝1Lであ

ることを考えている。 

3 ・ １Lの水を予想して容器に入

れたり、いろいろな入れ物に入

る水のかさを測定したりして、

かさに対する興味・関心を高

め、量感を養う。 

 知  容器に入る水のかさを、1dL ま

すや 1Lますではかることがで

きる。 

 主  dLでははかりきれない量に着

目し、dLより小さい単位がない

かと新しい問題を見いだしてい

る。 

4 ・ かさの単位「mL」を知り、１L＝

1000mL、１dL＝100mLの関

係を理解する。 

 知  mL単位の必要性と、1L＝

1000mL、1dL＝100mLの関

係を理解している。 

5 ・ かさの簡単な加減の計算をす

る。 

＊ 身の回りからかさを L単位や

ｍL単位で表している入れ物

 知  かさの簡単な加減の計算がで

きる。 
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（教 p.92） を探し、かさの単位や量につい

ての関心を高める。 

 

たしかめもんだい 

（教 p.93） 

6 ・ 基本的な学習内容を理解して

いるか確認し、それに習熟す

る。 

 知  かさの単位とその関係を理解

し、水のかさを表したり、かさの

簡単な加減の計算をしたりする

ことができる。 

 考  かさの表し方について、普遍単

位のいくつ分になるか考えてい

る。 

＊算数たまてばこ 

 

 

  



13 

 

7  時こくと 時間 （教科書：p.94～103  時期：7月  配時：6時間） 

〔単元の目標〕 

時刻と時間の違い、時間の単位の関係などを理解し、時刻や時間を表すことができるとともに、時刻や時間を

生活に生かすことができる。 

  知  時刻と時間の意味の違いや時間の単位（日、時、分）の関係、午前、午後の意味を理解し、簡単な場合

について時刻や時間を求めたり、表したりすることができる。 

  考  時計の表す時刻や針の動き、時間の数直線などをもとに、時刻や時間の求め方を考えることができる。 

  主  日常生活で必要な時刻や時間を表現するなど、時刻や時間の表し方、求め方を生活や学習に生かそ

うとする。 

 

小単元 時 学習内容 主な評価規準例 

１ 時こくと 時間 

（教 p.94～100） 

１ 〔アプローチ〕 

・ 教 p.94の絵をもとに、駅で電

車の発車を待つことなどの経

験を話し合い、時刻や時間に

対する興味・関心を高め、本単

元の学習の見通しをもつ。 

 知  時刻と時間の意味の違いや、簡

単な場合の時間の求め方を理

解し、時間を求めることができ

る。 

 主  時刻と時間の学習を生活と結

び付けて捉え、時間の求め方な

どに進んで関わろうとしている。 ・ 時刻と時間の意味の違いを理

解し、使い分ける。また、簡単な

場合の時間を求める。 

２ ・ １時間＝60分の関係を理解す

る。また、時間の求め方などに

習熟する。 

 知  1時間＝60分の関係を理解

し、簡単な場合の時間を求める

ことができる。 

3 

4 

・ ｢午前｣、｢午後｣の用語とそれら

の意味を理解し、それらを用い

て時刻を表す。また、短針が１

周するのに要する時間が 12

時間であることと、１日＝24時

間の関係を理解する。 

 知  「午前」、「午後」の用語とそれら

の意味や、1日＝24時間の関

係を理解し、「午前」、「午後」を

用いて時刻を表すことができる。 

5 ・ 簡単な場合について、ある時刻

から一定時間後の時刻や、一

定時間前の時刻を求める。 

 知  ある時刻から一定時間後の時

刻や、一定時間前の時刻を求め

ることができる。 

 考  時計の文字盤や数直線をもと

に、ある時刻から一定時間後の

時刻の求め方を考え、説明して

いる。 

たしかめもんだい 6 ・ 基本的な学習内容を理解して  知  時刻と時間の意味の違いや、1
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（教 p.101～103） いるか確認し、それに習熟す

る。 

時間＝60分、1日＝24時間な

どの関係を理解し、時刻や時間

を求めることができる。 

おうちで算数 

（教 p.102） 

 

- ・ 既習を生かし、時刻や時間を

意識して生活する。 

- 

 

 

＊ 時こくの あらわし方 

（教 p.104） 

1 ＊ 時刻表をもとに、24時制での

時刻の表し方とそのよさを理解す

る。 

 知  12時制と 24時制の表し方を

理解している。 

 主  24時制のよさに気づき、生活に

生かそうとしている。 

ふくしゅう 

（教 p.105） 

- ・ 復習問題に取り組み、既習事

項の理解を確実にする。 

- 

＊算数たまてばこ 
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８  たし算と ひき算の ひっ算 （教科書：p.106～122  時期：9月  配時：11時間） 

〔単元の目標〕 

２位数の加法（和が３位数）とその逆の減法について、既習の計算をもとに筆算の仕方を考え、計算すること

ができる。 

  知  ２位数の加法（和が３位数）とその逆の減法の筆算の仕方を理解し、計算することができる。また、加法

の結合法則について理解し、工夫して計算することができる。 

  考  数の仕組みに着目したり、既習の筆算から類推したりして、加法や減法の筆算の仕方を考え、説明する

ことができる。 

  主  既習の計算をもとにして筆算の仕方を考えようとしたり、桁数の多い計算など新しい問題を見いだした

りする。 

 

小単元 時 学習内容 主な評価規準例 

１ たし算の ひっ算 

（教 p.106～111） 

１ 〔アプローチ〕 

・ 既習の計算を振り返り、十の位

が繰り上がる２位数＋２位数や

百の位から繰り下がる３位数

(百の位が１)－２位数に対する

見通しをもつ。 

 知  2位数＋2位数で、十の位が繰

り上がる加法の筆算の仕方を

理解し、計算できる。 

 主  既習事項をもとにして、十の位

が繰り上がる 2位数＋2位数

の筆算の仕方を考えようとして

いる。 ・ ２位数＋２位数で、十の位が繰

り上がる加法の計算原理や方

法を理解し、筆算で計算する。 

２ ・ ２位数＋２位数で、一の位と十

の位が繰り上がる加法の計算

原理や方法を理解し、筆算で

計算する。 

 知  2位数＋2位数で、一の位と十

の位が繰り上がる加法の筆算

の仕方を理解し、計算できる。 

 考  2位数＋2位数で、一の位と十

の位が繰り上がる加法の筆算

の仕方を、既習事項をもとにし

て考え、説明している。 

３ ・ ２位数までの加法で、一の位、

十の位と波及的に繰り上がる

加法を筆算で計算する。 

 知  2位数までの加法で、一の位、

十の位と波及的に繰り上がる加

法の筆算の仕方を理解し、計算

できる。 

２ たし算の きまり 

（教 p.112～113） 

4 ・ 加法では、たす順序を変えても

答えは変わらないこと(加法の

結合法則)を理解し、それを活

用して計算を工夫する。 

 知  加法の結合法則を理解し、工夫

して計算することができる。 

れんしゅう 5 ・ 基本的な学習内容に習熟し、  知  2位数までの加法の筆算の仕
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（教 p.114） それを活用する。 方を理解し、計算できる。 

３ ひき算の ひっ算 

（教 p.115～120） 

6 ・ ３位数(百の位が１)から２位数

をひいて、百の位から十の位へ

繰り下がる減法の計算原理や

方法を理解し、筆算で計算す

る。 

 知  3位数（百の位が 1）－2位数

で、百の位から十の位へ繰り下

がる減法の筆算の仕方を理解

し、計算できる。 

 主  既習事項をもとにして、3位数

（百の位が 1）－2位数で、百の

位から十の位へ繰り下がる減法

の筆算の仕方を考えようとして

いる。 

7 ・ ３位数(百の位が１)から２位数

をひいて、百の位と十の位から

繰り下がる減法の計算原理や

方法を理解し、筆算で計算す

る。 

 知  3位数（百の位が 1）－2位数

で、百の位と十の位から繰り下

がる減法の筆算の仕方を理解

し、計算できる。 

 考  3位数（百の位が 1）－2位数

で、百の位と十の位から繰り下

がる減法の筆算の仕方を既習

事項をもとにして考え、説明して

いる。 

8 ・ ３位数(百の位が１)から２位数

をひいて、百の位から十の位と

一の位へ波及的に繰り下がる

減法を筆算で計算する。 

 知  3位数（百の位が 1）－2位数

で、百の位から十の位と一の位

へ波及的に繰り下がる減法の

筆算の仕方を理解し、計算でき

る。 

 考  3位数（百の位が 1）－2位数

で、百の位から十の位と一の位

へ波及的に繰り下がる減法の

筆算の仕方を既習事項をもとに

して考え、説明している。 

9 ・ ３位数(百の位が１)から 1、２

位数をひいて、百の位から十の

位と一の位へ波及的に繰り下

がる減法の理解を深める。 

 知  3位数（百の位が 1）－1、2位

数で、百の位から十の位と一の

位へ波及的に繰り下がる減法

の筆算の仕方を理解し、計算で

きる。 

 主  既習の加法、減法をもとに、さら

に大きな数の計算についても考

えられないかと新しい問題を見

いだしている。 

４ 大きな 数の 10 ・ 既習事項をもとにして、３位数  知  3位数＋1、2位数及び 3位数
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たし算と ひき算 

（教 p.121） 

と 1、２位数の加法及び３位数

から 1、２位数をひく減法を筆

算で計算する。 

－1、2位数の筆算の仕方を理

解し、計算できる。 

 考  3位数の百の位が 1より大きい

場合にも既習の筆算の仕方を

適用して考えている。 

たしかめもんだい 

（教 p.122） 

11 ・ 基本的な学習内容を理解して

いるか確認し、それに習熟す

る。 

 知  2位数までの加法（和が 3位

数）やその逆の減法、及び簡単

な場合の 3位数の加法、減法

の筆算の仕方を理解し、計算で

きる。 

 

＊ひっ算を つくろう 

（教 p.123） 

1 ＊ ２位数と２位数の加法及び減 

法の計算の理解を深める。 

 考  加法の交換法則や加法と減法

の相互関係、筆算の手順をもと

に、□に当てはまる数を筋道立

てて考えている。 

ふくしゅう 

（教 p.124） 

- ・ 復習問題に取り組み、既習事

項の理解を確実にする。 

- 

＊算数たまてばこ 
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９  三角形と 四角形 （教科書：p.125～136  時期：9～10月  配時：11時間） 

〔単元の目標〕 

辺、頂点などの図形の構成要素に着目して、三角形、四角形、長方形、正方形、直角三角形の特徴を見いだし、

定義に基づいて弁別したり、作図したりすることができる。 

  知  三角形、四角形、長方形、正方形、直角三角形の定義や構成要素（辺、頂点、直角）、性質について理

解し、定義に基づいて弁別したり、作図したりすることができる。 

  考  図形の構成要素に着目し、三角形、四角形、長方形、正方形、直角三角形の特徴を見いだすことがで

きる。また、定義に基づいて図形を弁別し、そのわけを説明することができる。 

  主  身の回りから三角形や四角形を見つけようとする。また、図形の敷き詰めをたのしみ、模様の美しさや

平面のひろがりに気づく。 

 

小単元 時 学習内容 主な評価規準例 

１ 三角形と 四角形 

（教 p.125～128） 

１ 

2 

・ 「三角形」、「四角形」の用語と

それらの定義、構成要素の「へ

ん」、「ちょう点」について理解

し、三角形や四角形を弁別した

り、かいたりする。 

 知  「三角形」、「四角形」の用語と

それらの定義、構成要素（辺、頂

点）について理解している。 

 考  辺や頂点に着目して、三角形や

四角形を弁別したり、特徴を見

いだしたりし、それを説明してい

る。 

3 ・ 定義に基づいて、三角形か四

角形かを弁別し、理由を説明

する。 

 考  定義に基づいて三角形か四角

形かを弁別し、そのわけを説明

している。 

２ 長方形と 正方形 

（教 p.129～131） 

4 ・ 不定形の紙を折って直角をつ

くる活動を通して、「直角」の用

語とその意味を理解し、身の回

りから直角を探す。 

 知  「直角」の用語とその意味を理

解している。 

 主  身の回りから、直角をいろいろと

見つけようとしている。 

5 ・ 紙を折って長方形をつくる活動

を通して、「長方形」の用語とそ

の定義、性質を理解する。 

 知  「長方形」の用語とその定義、性

質を理解している。 

 考  構成活動をもとに、長方形の構

成要素の特徴を見いだしてい

る。 

6 ・ 正方形をつくる活動を通して、

「正方形」の用語とその定義を

理解する。 

 知  「正方形」の用語とその定義を

理解している。 

 考  構成活動をもとに、正方形の特

徴を見いだすとともに、定義をも

とに図形を弁別し、そのわけを

説明している。 
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３ 直角三角形 

（教 p.132～133） 

7 ・ 直角三角形をつくる活動を通

して、「直角三角形」の用語と

その定義を理解する。 

 知  「直角三角形」の用語とその定

義を理解している。 

 考  直角三角形の特徴を見いだす

とともに、定義をもとにして図形

を弁別し、そのわけを説明してい

る。 

8 ・ 方眼を使って長方形や正方

形、直角三角形をかく活動を

通して、長方形や正方形、直角

三角形についての理解を深め

る。 

 知  長方形や正方形、直角三角形

の定義や性質を理解し、方眼を

使って作図することができる。 

４ もようづくり 

（教 p.134） 

9 ・ 合同な長方形、正方形、直角

三角形の色板を敷き詰める活

動を通して、各図形の理解を

深め、平面のひろがりや模様の

美しさを感じ取る。 

 主  平面を敷き詰める活動をたのし

み、模様の美しさや平面のひろ

がりに気づいている。 

たしかめもんだい 

（教 p.135～136） 

＊ 三角形や 四角形を 

さがそう 

（教 p.136） 

10 

11 

・ 基本的な学習内容を理解して

いるか確認し、それに習熟す

る。 

＊ 身の回りから三角形や四角形

とみることができる物を進んで

見つけようとする。 

 知  長方形、正方形、直角三角形の

用語やその構成要素、定義や性

質について理解し、方眼を用い

て作図することができる。 

 考  定義に基づいて正方形を弁別

し、そのわけを説明している。 

 主  身の回りの様々な物について、

三角形や四角形とみることがで

きる形を進んで見つけようとして

いる。 

＊算数たまてばこ 
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10  かけ算 （教科書：p.137～153  時期：10～11月  配時：15時間） 

〔単元の目標〕 

乗法の意味を理解し、その意味や乗法に関して成り立つ性質をもとに乗法九九を構成し、九九を唱えることが

できるとともに、具体的な場面で乗法を用いることができる。 

  知  乗法の意味や「ばい」の意味を理解し、乗法の場面を半具体物や式、言葉などを用いて表すとともに、

乗法九九（２～５の段）の構成の仕方や唱え方を理解し、唱えることができる。 

  考  場面の数量の関係に着目し、「１つ分の大きさ」や「いくつ分」を捉えて、全体の個数の求め方について

考えたり、乗数が 1増えると積が被乗数分増える性質を見いだしたりし、それを用いて九九を構成する

ことができる。 

  主  累加の簡潔な表現としての乗法のよさや九九のよさに気づき、身の回りから乗法の場面を見つけよう

とするなど、乗法を生活や学習に生かそうとする。 

 

小単元 時 学習内容 主な評価規準例 

１ かけ算 

（教 p.137～142） 

１ ・ 具体的な場面を調べたり、ブロ

ックを用いたりして、「１つ分の

大きさのいくつ分」という意味

を理解する。 

 知  全体の数量を基準とする大きさ

のいくつ分と表現できる。 

 考  全体の数量を基準とする大きさ

のいくつ分として捉えている。 

２ ・ 乗法の意味や式表示の仕方、

乗法の答えは加法（同数累

加）によって求められることを

理解する。 

 知  乗法は同数の物がいくつかある

ときに用いることや式表示の仕

方を理解し、乗法の場面を式に

表したり、答えを累加で求めたり

することができる。 

3 ・ 乗法の意味や式表示の仕方の

理解を深める。 

 知  乗法の式をおはじきの並びで表

したり、おはじきの並びから立式

したりすることができる。 

4 ・ 身の回りから同じ数ずつまとま

った物を探し、乗法の式表示の

理解を深める。 

 知  物の数を乗法の式に表すことが

できる。 

 主  既習の乗法の式を使って、身の

回りの様々な物の数を表そうと

している。 

2  九九 

（教 p.143～150） 

5 ・ ２のいくつ分かの大きさを求め

て、２の段の九九を構成する。ま

た、「九九」の用語と意味を理

解する。 

 知  2の段の九九の構成の仕方を

理解し、構成することができる。 

6 ・ ２の段の九九の唱え方を知り、

正しく唱えたり、適用したりす

る。 

 知  2の段の九九の唱え方を知り、

唱えることができる。 
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7 ・ ５のいくつ分かの大きさを求め

て、５の段の九九を構成する。 

 知  5の段の九九の構成の仕方を

理解し、構成することができる。 

8 ・ ５の段の九九の唱え方を知り、

正しく唱えたり、適用したりす

る。 

 知  5の段の九九の唱え方を知り、

唱えることができる。 

9 ・ ３の段の九九を構成することが

できる。「かけられる数」、「かけ

る数」の用語とそれらの意味を

理解する。また、３の段では、乗

数が１増えると答えが３増える

ことを理解する。 

 知  乗数が 1増えると答えが 3増

えることを理解し、3の段の九九

を構成することができる。また、

「かけられる数」、「かける数」の

用語とそれらの意味を理解して

いる。 

10 ・ ３の段の九九の唱え方を知り、

正しく唱えたり、適用したりす

る。 

 知  3の段の九九の唱え方を知り、

唱えることができる。 

11 ・ 乗数が１増えると答えが４増え

ることを活用して、４の段の九

九を構成する。 

 知  乗数が 1増えると答えが 4増

えることを理解し、4の段の九九

を構成することができる。 

 考  乗数が 1増えると答えが 4増

えることを活用して、4の段の九

九の構成を考えている。 

12 ・ ４の段の九九の唱え方を知り、

正しく唱えたり、適用したりす

る。 

 知  4の段の九九の唱え方を知り、

唱えることができる。 

3  ばいと かけ算 

（教 p.151～152） 

13 ・ もとにする量のいくつ分を「ば

い」で表現することを知り、その

大きさを乗法の式に表す。 

 知  「○ばい」の意味を理解し、「ば

い」という用語を用いたり、乗法

の式に表したりすることができ

る。 

14 ・ 分離量でも連続量と同じよう

に、「ばい」を用いられることを

知り、場面を乗法の式に表す。 

 知  「ばい」の理解を深め、分離量

の場面を乗法の式に表すことが

できる。 

たしかめもんだい 

（教 p.153） 

15 ・ 基本的な学習内容を理解して

いるか確認し、それに習熟す

る。 

 知  乗数と積の関係を理解するとと

もに、2の段から 5の段の九九

を唱えることができる。 

 考  乗法は同数の物のいくつ分と考

えると、式に表せることを理解

し、そのわけを説明している。 

 

＊かけ算ビンゴ 

（教 p.154） 

1 ＊ ２の段から５の段の九九カー

ドを用いてかけ算ビンゴをし、

 知  2の段から 5の段の九九を正

しく唱えることができる。 
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２の段から５の段の九九に習

熟する。 

＊ 九九の カードゲーム 

（教 p.155） 

1 ＊ ２の段から５の段の九九カー

ドを用いたゲームをし、２の段

から５の段の九九に習熟す

る。 

 知  2の段から 5の段の九九の答

えについて理解し、正しく唱える

ことができる。 

＊算数たまてばこ 
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11  かけ算九九づくり （教科書：p.156～165  時期：11～12月  配時：10時間） 

〔単元の目標〕 

乗法の意味の理解を深め、乗法に関して成り立つ性質をもとに、乗法九九を構成するとともに、九九を唱え、

用いることができる。 

  知  乗法九九（６、７、８、９、１の段）の構成の仕方と唱え方を理解し、確実に唱えることができる。 

  考  乗法に関して成り立つ性質を用いて、乗法九九の構成の仕方を考えることができる。 

  主  既習の段の九九から新しい段の九九を考えようと学習をひろげたり、既習の構成の仕方を生かして新

しい段の九九の構成の仕方を考えようとしたりする。また、乗法九九のよさに気づき、生活や学習に生

かそうとする。 

 

小単元 時 学習内容 主な評価規準例 

１ かけ算九九づくり 

（教 p.156～163） 

１ 〔アプローチ〕 

・ ２の段から５の段までの九九の

答えを表に書き、他の段への興

味・関心を高める。 

 知  乗数が 1増えると答えが 6増

えることなどを理解し、6の段の

九九を構成することができる。 

 考  既習の乗法を活用して、6の段

の九九の構成を考えている。 ・ 乗数が１増えると答えが６増え

ることなどを活用して、６の段の

九九を構成する。 

２ ・ ６の段の九九の唱え方を知り、

正しく唱えたり、適用したりす

る。 

 知  6の段の九九の唱え方を知り、

唱えることができる。 

3 ・ 乗数が１増えると答えが７増え

ることなどを活用して、７の段の

九九を構成する。 

 知  乗数が 1増えると答えが 7増

えることなどを理解し、7の段の

九九を構成することができる。 

 主  6の段の構成で学んだ既習の

乗法の活用の仕方を 7の段の

構成でも用いようとしている。 

4 ・ ７の段の九九の唱え方を知り、

正しく唱えたり、適用したりす

る。 

 知  7の段の九九の唱え方を知り、

唱えることができる。 

5 ・ 乗数が１増えると答えが８増え

ることなどを活用して、８の段の

九九を構成する。 

 知  乗数が 1増えると答えが 8増

えることなどを理解し、8の段の

九九を構成することができる。 

 考  既習の乗法を活用して、8の段

の九九の構成を考えている。 

6 ・ ８の段の九九の唱え方を知り、

正しく唱えたり、適用したりす

 知  8の段の九九の唱え方を知り、

唱えることができる。 
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る。 

7 ・ 乗数が１増えると答えが９増え

ることなどを活用して、９の段の

九九を構成する。 

 知  乗数が 1増えると答えが 9増

えることなどを理解し、9の段の

九九を構成することができる。 

 主  8の段の構成で学んだ既習の

乗法の活用の仕方を 9の段の

構成でも用いようとしている。 

8 ・ ９の段の九九の唱え方を知り、

正しく唱えたり、適用したりす

る。 

 知  9の段の九九の唱え方を知り、

唱えることができる。 

9 ・ １の段の九九の意味を理解し、

九九を構成し、唱え方を知り、

適用する。 

 知  1の段の九九の意味や構成の

仕方を理解し、唱えることができ

る。 

たしかめもんだい 

（教 p.164～165） 

10 ・ 基本的な学習内容を理解して

いるか確認し、それに習熟す

る。 

 知  6、7、8、9及び 1の段の九九

の構成の仕方を理解し、唱える

ことができる。 

 考  ８×６の答えの求め方を言葉や

図を用いて説明している。 

 

プログラミングに 

ちょうせん！② 

（教 p.166〜167） 

 

 

 

 

＊ みのまわりの 

プログラミング 

- ・ 乗法の学習を生かした簡単な

プログラムを作成することを通

して、同数累加の場面が乗法

で表されることを改めて確か

め、乗法についての理解を深

める。 

 

＊ 生活の中でプログラムが使わ

れている場面を知り、興味・関

心を高める。 

 知  繰り返しの命令ブロックを使うこ

とで、必要なブロックの数が少

なくなることを理解している。 

 考  乗法の学習を生かし、どのよう

な順序で命令を組み合わせ、何

回繰り返せば問題文に合ったプ

ログラムを作成できるか考えて

いる。 

読みとる力を のばそう 

（教 p.168〜169） 

1 ・ 公園探検のしおりの中の情報

から、必要な情報を取捨選択

し、それを用いて問題を解いた

り、つくったりする。 

 考  提示された情報の中から必要

な情報を選び取ったり、情報どう

しを組み合わせて活用したりし

ている。 

 主  提示された情報の中から必要

な情報を読み取ろうとしている。 
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12  長い ものの 長さの たんい （教科書：p.170～176  時期：12月  配時：5時間） 

〔単元の目標〕 

長い物の長さの測定の仕方や表し方を考え、長さの単位 m や cm との関係を理解し、１m ものさしを用いて、

長さを測定することができる。 

  知  長さの単位 m や cm との関係（１m＝100cm）を理解し、１m ものさしを用いて、長さを測定したり、m、

cm単位で表された長さの加減の計算をしたりすることができる。 

  考  大きな単位を用いれば長い物の長さを小さな数で表せるよさを見いだすことができる。 

  主  mの単位を用いて長さを表すよさや１mものさしのよさに気づき、長さの単位や測定を生活や学習に生

かそうとする。 

 

小単元 時 学習内容 主な評価規準例 

１ 長い ものの 長さの 

あらわし方 

（教 p.170～175） 

１ 〔アプローチ〕 

・ 教 p.170の場面をもとに

30cmより長いものさしの必要

性に気づき、長い物の長さに対

する興味・関心を高め、本単元

の学習の見通しをもつ。 

 知  m単位の必要性や 1m＝

100cmの関係を理解すること

ができる。 

 考  大きな単位を用いれば、長い物

の長さを小さな数で表せると考

えている。 

・ 長さの単位「m」について知り、

１m＝100cmの関係を理解す

る。 

２ ・ 長い物の長さについて、m と

cmの複名数で表したり、単名

数で表したりする。 

 知  長い物の長さを複名数や単名

数で表すことができる。 

3 ・ 身の回りの物の長さの見当を

つけ、実際に１mものさしで測

定し、その長さを m、cmの単

位で表す。 

 知  1mの長さの見当をつけたり、

1mものさしを用いて長さを測

定したりすることができる。 

 主  身の回りの物の長さに進んで関

わり、様々な場所の長さを測定

しようとしている。 

4 ・ m、cm単位で表された長さの

加減の計算をする。 

 知  m、cm単位で表された長さの

加減の計算の仕方を理解し、長

さの加減の計算ができる。 

たしかめもんだい 

（教 p.176） 

5 ・ 基本的な学習内容を理解して

いるか確認し、それに習熟す

る。 

 知  長さの単位 m と cmの関係を

理解し、長さの加減の計算がで

きる。 

 考  長さの加法または減法の問題を

つくっている。 
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ふくしゅう 

（教 p.177） 

- ・ 復習問題に取り組み、既習事

項の理解を確実にする。 

- 

読みとる力を のばそう 

（教 p.178〜179） 

1 ・ 長さの問題について、与えられ

た情報を整理したり、選択した

りして、筋道立てて考えること

ができる。また、自分の考えを

数学的に表現する。 

 考  自分の考えを、式や言葉を使っ

て表現している。 

 主  与えられた情報を進んで整理し

たり、選択したりして、問題を解

決しようとしている。 
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13  1000 より 大きい 数 （教科書：p.180～191  時期：1月  配時：9時間） 

〔単元の目標〕 

10000 までの数について、既習の数と関連付けて考え、数の構成、表し方、読み方などを理解するとともに、

何百と何百の加法や減法の計算をしたり、数の表し方や読み方などを生活や学習に生かすことができる。 

  知  10000 までの数の構成、表し方、読み方、順序、系列、大小、相対的な大きさについて理解し、数を読

んだり、表したりすることができる。また、何百と何百の加法で繰り上がりのある計算や、何百、千から何

百をひく減法の計算ができる。 

  考  10000 までの数の構成、表し方、読み方を既習の数の仕組みから類推的に考え、表すことができる。

また、数を多面的にみることができるとともに、それを用いて加法、減法の計算の仕方を考え、説明する

ことができる。 

  主  身の回りの物の数字を読もうとするなど、数の表し方、読み方などを生活や学習に生かそうとする。 

 

小単元 時 学習内容 主な評価規準例 

１ 大きな 数の 

あらわし方 

（教 p.180～187） 

１ ・ ４位数の構成を理解し、物の数

を数えて、数字で表したり、読

んだりする。 

 知  4位数の構成、表し方、読み方

を理解し、表したり、読んだりす

ることができる。 

 考  既習の数の表し方から類推し

て、4位数の表し方を考えてい

る。 

 主  既習を生かして 4位数を表した

り、読んだりしようとしている。 

２ ・ 空位のある４位数の構成を理

解し、表したり、読んだりする。 

 知  空位のある 4位数の構成や表

し方、読み方を理解し、表したり、

読んだりすることができる。 

3 ・ 100を 10個以上集めた数

を、何千何百と捉える。 

 知  100を 10個以上集めた数を

表すことができる。 

 考  100を単位として数を構成した

り、数を相対的にみたりしてい

る。 

4 ・ 何千何百を 100のいくつ分と

捉える。 

 知  何千何百を 100を単位として

表すことができる。 

 考  100を単位として数を構成した

り、数を相対的にみたりしてい

る。 

5 ・ ４位数を数直線上に表したり、

数直線を読み取ったりする。ま

た、４位数の大小比較の仕方

 知  数直線上に表された数を読んだ

り、数を数直線上に表したりする

ことができる。また、4位数の大



28 

 

を理解する。 小比較の仕方を理解している。 

6 ・ ４位数を様々な見方で表し、数

の理解を深める。 

 考  4位数を多面的にみて、表すこ

とができる。 

 主  数をいろいろな見方で表そうと

している。 

２ 一万 

（教 p.188～189） 

7 ・ 1000を 10個集めた数を

10000 と表して、「一万」と読

むことを知る。また、10000を

数直線と対応させ、10000に

ついての理解を深める。 

 知  10000の構成や、大きさ、表し

方、読み方を理解し、10000 ま

での数を数直線上に表したり、

表された数を読み取ったりする

ことができる。 

３ 何百の たし算と 

ひき算 

（教 p.190） 

8 ・ 何百に何百をたす加法や、何

百から何百をひく減法、1000

から何百をひく減法の計算原

理や方法を理解し、計算する。 

 知  「何百」＋「何百」、「何百」－

「何百」、1000－「何百」の計

算の仕方を理解し、計算できる。 

 考  100を単位とした数の見方に

着目し、何百と何百の加法や減

法の計算の仕方を考え、説明し

ている。 

たしかめもんだい 

（教 p.191） 

9 ・ 基本的な学習内容を理解して

いるか確認し、それに習熟す

る。 

 知  4位数の構成、表し方、大小、数

直線の読み方を理解している。 

 考  100を単位とした数の見方に

着目し、何百と何百の加法の計

算の仕方を考えている。 
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14  たし算と ひき算の かんけい 

 （教科書：p.192～200  時期：1～2月  配時：6時間） 

〔単元の目標〕 

加法や減法の場面の数量の関係をテープ図や式に表して捉え、問題を解決することができる。 

  知  加法と減法は互いに逆の関係になっていることなど、加法と減法の相互関係について理解する。また、

テープ図の意味や表し方を理解し、図をもとに場面を式に表すことができる。 

  考  数量の関係に着目し、場面を図に表し、加法と減法の相互関係を考えて式に表すことができる。 

  主  数量の関係を図に表すことのよさに気づき、学習に生かそうとする。 

 

小単元 時 学習内容 主な評価規準例 

１ たし算と ひき算の 

かんけい 

（教 p.192～199） 

１ ・ テープ図の意味と表し方を理

解し、場面をテープ図に表し、

数量関係を式に表す。 

 知  テープ図の意味や表し方を理解

し、問題場面をテープ図に表す

ことができる。 

 主  簡便にかけるというテープ図の

よさに気づき、場面を図に表そう

としている。 

２ ・ 部分を求める場面をテープ図

に表し、数量の関係を式に表す

ことで、加法と減法の相互関係

の理解を深める。 

 知  部分を求める場面をテープ図に

表し、全体を求めるときは加法、

部分を求めるときは減法が用い

られることを理解している。 

3 ・ 数量の関係をテープ図に表し、

加法の逆思考の問題を解決す

る。 

 考  加法の逆思考の問題について、

数量の関係に着目し、場面をテ

ープ図に表して、演算決定して

いる。 

 主  テープ図を用いると数量の関係

を捉えやすくなることに気づき、

学習に生かそうとしている。 

4 ・ 数量の関係をテープ図に表し、

減法逆の減法の問題を解決す

る。 

 考  減法逆の減法の問題について、

数量の関係に着目し、場面をテ

ープ図に表して、演算決定して

いる。 

5 ・ 数量の関係をテープ図に表し、

減法の逆思考の問題を解決す

る。 

 考  減法の逆思考の問題について、

数量の関係に着目し、場面をテ

ープ図に表して、演算決定して

いる。 

たしかめもんだい 

（教 p.200） 

6 ・ 基本的な学習内容を理解して

いるか確認し、それに習熟す

 知  テープ図の意味や表し方を理解

し、図をもとに場面を式に表すこ
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る。 

 

とができる。 

 考  数量の関係に着目し、場面をテ

ープ図に表して、演算決定して

いる。 

 

＊ どんな 計算 

 するのかな 

（教 p.201） 

1 ＊ 具体的な問題場面で、どんな

計算になるか考え、演算決定

をして、問題を解決する。 

 考  数量の関係を正しく捉え、式を

立てた根拠を言葉、テープ図な

どで説明することができる。 

 主  立式の根拠を説明するために、

テープ図などの既習事項を活

用しようとしている。 

＊算数たまてばこ 
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15  かけ算の きまり （教科書：p.202～211  時期：2月  配時：7時間） 

〔単元の目標〕 

乗法について成り立つ性質やきまりを理解するとともに、12までの２位数と１位数との乗法の計算の仕方を考

えたり、全体の数を乗法を用いて工夫して求めたりすることができる。 

  知  乗法について成り立つ性質やきまりを理解する。また、全体の数を乗法を用いて求めることができる。 

  考  12 までの２位数と１位数との乗法の計算の仕方を、乗法について成り立つ性質やきまりをもとに考え

ることができる。また、数のまとまりに着目し、全体の数の求め方を工夫して考え、説明することができる。 

  主  身の回りから乗法が用いられる場面を見つけたり、工夫して乗法を適用しようとしたりするなど、乗法を

生活や学習に生かそうとする。 

 

小単元 時 学習内容 主な評価規準例 

１ かけ算の きまり 

（教 p.202～209） 

１ ・ 乗法九九の表を見て気づいた

ことをもとにして、乗数と積の関

係を乗法の性質としてまとめ

る。 

 考  乗数が 1増えると積は被乗数

分だけ増えることを理解してい

る。 

 主  乗法九九の表から乗法につい

て成り立つ性質やきまりをいろ

いろと見つけようとしている。 

２ ・ 乗法九九の表を見て気づいた

ことをもとにして、被乗数と乗

数を入れ替えた積を比べ、乗

法の交換法則が成り立つこと

をまとめる。 

 知  乗法の交換法則が成り立つこと

を理解している。 

３ ・ 〇の段と△の段の答えをたす

と、（〇＋△）の段ができること

を調べる。 

 知  ○の段と△の段の答えをたす

と、（○＋△）の段の答えができ

ることを理解している。 

4 ・ 乗法について成り立つ性質や

きまりを活用して、被乗数や乗

数が 12 までの乗法の答えの

求め方を考える。 

 考  乗法のきまりを活用して、被乗

数や乗数が 12までの乗法の

答えの求め方を考えている。 

 

5 

6 

・ 全体の個数を乗法九九を活用

して求めたり、個数を求める図

や式から思考過程を読み取っ

たりする。 

 知  全体の数を乗法の式を用いて、

求めることができる。 

 考  数のまとまりに着目し、全体の数

を工夫して求める方法を考え、

説明している。 

たしかめもんだい 

（教 p.210～211） 

7 ・ 基本的な学習内容を理解して

いるか確認し、それに習熟す

る。 

 知  乗法について成り立つ性質やき

まりを理解し、それを用いて乗数

が 10の計算をすることができ
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る。 

 考  乗法のきまりを活用して、乗数

が 10の乗法の答えの求め方

を考え、説明している。 
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16  分数 （教科書：p.212～218  時期：2～3月  配時：6時間） 

〔単元の目標〕 

具体物の操作を通して、1/２、1/3、1/4 などの簡単な分数について知り、様々な等分する場面を分数を用い

て表し、進んで生活に生かそうとする。 

  知  具体物の操作を通して、1/２、1/3、1/4など簡単な分数の意味と表し方を理解している。 

  考  等分した１つ分の大きさについて、もとの大きさとの関係に着目して考え、分数を用いて表すことができ

る。 

  主  分数に進んで関わり、日常生活から分数を用いる場面を見いだしたり、学習したことを生活や学習に

活用しようとしたりしている。 

 

小単元 時 学習内容 主な評価規準例 

１ 分数 

（教 p.212～217） 

１ 

2 

〔アプローチ〕 

・ 様々な形のパンを半分にする

場面から「半分」の仕方や意

味について関心をもつ。 

 知  1/２の意味と表し方について理

解している。 

 主  生活の場面から、半分にした大

きさの表し方について関心をも

ち、進んで分数の意味や表し方

について考えようとしている。 

・ 具体物の操作を通して、２つに

等分した１つ分の大きさをもと

の大きさの 1/２と表すことを理

解する。 

3 

4 

・ 具体物の操作を通して、４つに

等分した１つ分の大きさをもと

の大きさの 1/４と表すことを理

解し、1/３、1/８などの分数に

ついても同じように考える。 

 知  1/４や 1/３、1/８の意味と表し

方について理解している。 

 考  等分した１つ分の大きさの表し

方について、具体物の操作の結

果から、もとの大きさとの関係に

着目し、1/2の学習から類推的

に考えている。 

5 ・ チョコレートを等分する場面に

おける１人分の大きさや個数に

ついて考え、分数の意味と表し

方の理解を深める。 

 知  チョコレートを等分する分け方を

考え、「12個の 1/○は△個」

などと表現している。 

たしかめもんだい 

（教 p.218） 

 

＊ 1/2 と いえるかな 

（教 p.218） 

6 ・ 基本的な学習内容を理解して

いるか確認し、それに習熟す

る。 

＊ 切り分けた大きさが、もとの正

方形の 1/2の大きさといえる

か考え、話し合う。 

 知  簡単な分数の意味と表し方につ

いて理解している。 

 考  等分した１つ分の大きさについ

て、もとの大きさとの関係に着目

して考えたり、分数を用いて表し

たりしている。 

＊算数たまてばこ 
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17  はこの 形 （教科書：p.219～223  時期：3月  配時：5時間） 

〔単元の目標〕 

箱の形やさいころの形を構成し、面や辺、頂点などの構成要素に着目して、立体図形の特徴を捉えることがで

きる。 

  知  正方形や長方形を貼り合わせたり、ひごや粘土玉を用いたりして、箱の形やさいころの形を構成するこ

とができる。また、面の形や数、辺の長さや数、頂点の数など、箱の形やさいころの形の構成要素の特

徴を理解する。 

  考  面、辺、頂点などの構成要素に着目し、その特徴を見いだしたり、構成の仕方を考えたりすることができ

る。 

  主  立体図形に進んで関わり、箱の形やさいころの形を構成しようとしたり、特徴を調べようとしたりする。 

 

小単元 時 学習内容 主な評価規準例 

１ はこの 形 

（教 p.219～222） 

１ 

2 

・ 身の回りにある箱の形の面に

着目し、面を紙に写し取って形

や数を調べ、その特徴を理解す

る。 

 知  直方体や立方体の面の形や数

について理解している。 

 考  箱の形やさいころの形の面に着

目し、特徴を見いだしている。 

 主  身の回りにある箱の形やさいこ

ろの形の面の形や数について調

べようとしている。 

3 ・ 切り取った面をテープで貼り合

わせて、箱の形やさいころの形

を作り、面と面の位置関係を調

べ、その特徴を説明する。 

 知  面をつなぎ合わせて、箱の形や

さいころの形を構成することが

できる。 

 考  箱の形やさいころの形の構成を

通して、面と面の位置関係を見

いだしている。 

4 ・ ひごと粘土玉を使って、箱の形

を作る活動を通して、「へん」、

「ちょう点」を知り、それらの特

徴を理解する。 

 知  箱の形の辺、頂点の特徴を理解

している。 

 考  箱の形の構成を通して、辺、頂

点などの構成要素の特徴を見

いだしている。 

たしかめもんだい 

（教 p.223） 

5 ・ 基本的な学習内容を理解して

いるか確認し、それに習熟す

る。 

 

 知  箱の形やさいころの形につい

て、面の形や数、辺の長さや数、

頂点の数などの構成要素の特

徴を理解している。 

 考  面の形や数に着目し、箱の形を

構成するのに必要な面を考えて

いる。 
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読みとる力を のばそう 

（教 p.224〜225） 

1 ・ さいころの対面の目の和が７に

なることを利用して、さいころの

隠れた面の数を考える。 

 考  さいころを積んだときの見えない

面の目の数の和について、さい

ころが 2個のときをもとに考え、

求め方を説明している。 

２年の ふくしゅう 

（教 p.226〜229） 

1 

2 

・ ２学年の復習問題に取り組み、

既習事項の理解を確実にす

る。 

- 

 

 

 

 


